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 本研究は翻訳というコミュニケーションにおいて重要な役割を果たす評価表現のシ

フト（意味のずれ）を研究対象とする。いろいろな種類のシフトがある中で、特に原文

にある評価表現と訳文にある評価表現の間に生じるずれを「評価シフト」として特定し、

従来の翻訳研究において実証的にほとんど検討されていなかったその実態を把握し記

述することを目的とする (「第 1章 はじめに」)。 

	
 翻訳研究における評価表現に関する先行研究の流れ、ポピュラーサイエンスの定義と

テキストとしての機能、科学的意味内容のポピュラー化についての先行研究を概観した

うえ「ポピュラーサイエンス分野の翻訳において評価シフトは一般的に観察され、また

評価シフトは異なる言語ペアにより異なる傾向を見せる」という仮説を立てた (「第 2

章	
 研究背景」)。 

	
 具体的な調査対象、分析及び考察の手法については、上記の仮説を検証するために、

英語科学雑誌記事と映像字幕から収集した評価シフトの実例について評価理論を用い

て設定した基準にしたがい付加系、削除系、調整系に分類することとした (「第 3章	
 評

価シフトの特定、調査対象及び分析手法」)。 

具体的な分析として、5つの英文雑誌中 126篇の記事の日本語訳から評価シフトの実

例を収集し、ディスコース分析と翻訳理論によるシフトの記述分析を行い、出現回数を

集計した。また、この分野に見られる評価シフトの特徴をより正確に把握できるように、

原文における上位 100 位までの形容評価表現の訳について量的及び質的分析を行なっ

た (「第 4章	
 評価シフトの概観」)。 

次に、特定の言語ペアと評価シフトとの関連性を調べるために、上記 5つの雑誌の内

の 2 つの雑誌中 42 篇の記事の中国語訳からも評価シフトの実例を収集し、日本語訳と

比較した。具体的には、日本語訳・中国語訳それぞれの評価シフトの出現頻度および特

徴を比較分析した (「第 5章	
 評価シフトからみる日中訳の特徴」)。 

さらに、特定の媒体と評価シフトとの関連性を調べるため、ポピュラーサイエンス分

野のドキュメンタリー映画５本の日本語字幕と、インターネットを介した同分野の映像

28本の日本語字幕と中国語字幕から実例を集めて、量的及び質的分析をした (「第 6章	
 

ポピュラーサイエンス映像テキストにおける評価シフト」)。 

データの分析から明らかになった日本語訳と中国語訳の間の差異に関わると思われ

る要因を考察した。評価シフトの方向性を左右する要因はポピュラーサイエンス分野と

いうジャンルにあるか、それが翻訳であるというところにあるか、それともより広い文

化・社会的背景の中にあるのかを究明するために、PERC (科学論文コーパス)と、非ポピ

ュラーサイエンスの雑誌記事(政治・経済ジャンル) の原文と訳文の間の比較対照を行

った。また訳文と非翻訳（オリジナル）テキストの間の比較対照を行い検討した (「第



7章	
 評価シフトに関わる要因分析」)。 

 最後に本研究で得られた主な結論及び考察を示した (「第 8章	
 結論及び考察」)。 

 下に各章で分析した結論及び要因の考察の結果を示す。 

「第４章」と「第５章」の分析を通して、評価シフトは異なる言語ペア (英日訳と英

中訳) のポピュラーサイエンスの雑誌記事の翻訳において広く確認されただけでなく、

同じ原文からの翻訳であっても、評価シフトの傾向に差異があると確認された。従って

仮説は正しいと検証された。具体的には、「第４章」の結果として、ポピュラーサイエ

ンスジャンルでは、付加系、削除系、調整系の 3種の評価シフトが特定の翻訳者に限定
されず一般的に確認される現象であり、学術論文において出現頻度が低い感情評価が削

除系および調整系シフトの対象になりやすいことが確認された。「第５章」の結果とし

て、日中翻訳で評価シフトが起こり、しかもその傾向に差異があったと確認された。特

に評価極性、主観性、具体性、確実性また文と文の間の繋がり、送り手の立場において

ずれが見られた 。 

「第６章」の結果として、雑誌記事の翻訳で観察された特徴が映像字幕の翻訳でも共

有されていることを確認し、文字数の制限や映像との統合性など映像媒体特有の要素も

部分的には評価シフトに影響すると確認された。 

「第７章」の結果として、同じ原文からの翻訳であっても、評価シフトの傾向に見ら

れる差異には、言語社会ごとに異なる評価表現使用における言語習慣、実学に対する態

度、科学リテラシーレベルという３つが背景として関わっていると考えられる。 

	
 「第８章」は本研究から明らかになった主たる 2点を示す： 

	
 ①ポピュラーサイエンスにおける評価シフトの実態について、学術的科学論文で出現

頻度の低い評価表現が評価シフトの対象になりやすいという特徴を日中が共有してい

るものの、傾向としては日中は逆の方向に向かい、日本語訳が避けようとする感情的、

誇張的、擬人的評価表現を中国語訳は積極的に取り入れていることを明らかにした。 

	
 ②科学的意味内容のポピュラー化について、翻訳においては評価表現の調整を通して

多種のポピュラー化を実現できることがわかり、「科学的内容」と「観点」の割合によ

る新たな整理の仕方を提供した。 

	
 ポピュラーサイエンスの翻訳の差異は、中国と日本の間における異なる社会状況を背

景として、翻訳者が受け手の属する文化・社会といった広義のコンテクストの状況に合

わせ、数あるポピュラーサイエンスの機能の中から取捨選択した結果と考えられる。 

 


